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報道関係者各位                           ２０１１年８月 30 日 

新首相選出を受けて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

幸福実現党 広報局 TEL：03-3535-3791 FAX：03-3535-3778 

〒104-0061 東京都中央区銀座 2－2－19 E-mail：info-pre@hr-party.jp 

本日 30 日、衆参両院での首相指名選挙で、野田佳彦民主党代表が新首相に選出された。わ

が国に数多の国難をもたらした菅直人首相の退陣は是とするが、自公政権下の 2007 年以来、毎

年首相が交代する事態は国民の政治丌信を助長し、国際的な信用低下を招くものとして、深く憂

慮すべきである。 

内外ともに課題が山積する中、首相に就任する野田氏だが、その見識には疑問を呈さざるを得

ない。同氏はかねてより復興財源確保のための復興増税、「社会保障と税の一体改革」として消費

税増税を主張しているが、東日本大震災により打撃を被ったデフレ下の日本経済にとって、増税は

愚策の極みである。増税アナウンスの帰結は消費停滞と経済活動の縮小であり、仮に消費の駆け

込み需要が発生しても、増税後の反動でより大きな景気後退がもたらされる。 

財務官僚の振り付けによって、「財政再建なくして経済成長なし」として増税を唱える野田氏に、

国難打開に向けた一国のトップリーダーたるに相応しい日本経済成長のビジョンを見出すことはでき

ない。大連立を組むなどして増税を実施すれば、菅政権にまして日本経済を悪化させ、「野田大丌

況」を招来する危険性は極めて高いであろう。松下政経塾出身の野田氏は、松下幸之助氏から直

接、薫陶を受けたにもかかわらず、その「無税国家論」の理想を全く放擲している。そんな野田氏に

対して、天界遥か、松下幸之助翁が嘆き、苦言を呈している事実（※）を宗教政党として指摘してお

きたい。 

他方、原発・エネルギー政策では、野田氏は安全性を確認した原発の再稼動を訴えると共に、

原発をゼロとすることについても慎重姿勢を示している。外交でも、保守的立場から日米同盟堅持

の姿勢を鮮明にし、「Ａ級戦犯は戦争犯罪人でない」との考えを披瀝するなど、菅首相よりは評価

できる面もある。 

とはいえ、野田氏は最近発表の手記で「日本の政治にとって必要なのは、大風呂敷を広げた大

構想でもなく、また、必要以上に悲観的な小日本主義に陥ることでもありません」と述べている。「小

日本主義」を排するのは当然としても、大国としての日本に相応しい「大構想」を否定するようでは、

わが国の経済や外交を立て直し、世界のリーダー国家へと飛躍させる能力、気概を持ち合わせて

いないと判断せざるを得ない。近隣国の軍事的脅威や長引く低成長という課題を抱え、政治指導

者には、国家国民を守る気概と国富増大の戦略が求められているのである。 

わが党としては、これから発足する野田新内閣の動きを注視しつつ、「増税反対」の論陣を張り、

国難突破へ向けた情報発信及び力強い運動を引き続き展開していく所存である。 

                                        幸福実現党 党首 ついき秀学 

  

（※）8 月 30 日、幸福実現党の大川隆法名誉総裁は、幸福の科学総合本部で「沈みゆく日本をどう救うか」と

題する説法を行い、野田佳彦民主党代表の守護霊と、松下幸之助翁の霊の公開霊言を収録した。 

 

 

 


